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🌸 ３月の催事・イベント 🌸

◎日本のおしゃれ展･･･２４日（金）～２６日（日）

◎月１キャンペーン･･･４日（土）～１２日（日）

・乾燥剤.保存セット.着物ハンガー特割

※各詳細のお問い合わせはお店まで

◎HP：http://www.yashima-gofuku.co.jp/

🌸 さくらきもの学院 🌸

春期募集開始！締切は３月末！

着物を自分で着るには今がチャンス♪

◎HP：http://jtti.jp/sakurawasou/

◎Fb：https://www.facebook.com/sakurawasou/

🌸 レッスンのお申込受付ます♪

・マンツーマンレッスン：初等科６回

・マイアップレッスン：10,000円/10回

・1dayレッスン：500円/回

※詳細はさくらきもの学院事務局まで

By：お藤

蚕を尋ねて
--------------------------------------------------

着物はほとんどが絹糸で出来ています。絹が持つやさしい風合いや、暖かくて涼しいという

心地良さなどは、絹織物を着物に仕立てて身に付けたことがある人ならだれでもが感じてい

ることです。

そして蚕が吐く糸から絹織物が織り上げていることも、日本人なら誰でもが知っていること

でしょう。

国内の受給率が落ち込んでしまった日本で、養蚕が生き残る道は細くなる一方で、養蚕に従

事する人達、それらを取り巻く機織りの減少、後継者不足など先行きが心細いと実感してい

ます。

絹の魅力
--------------------------------------------------

今では着物に興味を持って下さる方と、全く興味のない方とは大きく二分されているように

思えます。 一度でも着物に袖を通された方はご存知かと思いますが、着心地の良さといい、

絹ほど素晴らしい繊維はありません。蚕の生み出す天からの糸は神秘的です。

そこで「金色姫伝説」という蚕にまつわるお話をします。

昔、天竺（インド）にいた金色姫という姫がいました。皇后が亡くなると、後添えの継

母にいじめられて姫は何度も受難を受けます。王は姫を不憫に思うと、やがて桑の木から船

をつくり海上へと逃がしました。やがて、姫ははるか遠方の日本、茨城県筑波の豊浦に流れ

つきます。地元の漁師夫婦に助けられますが看護を経て間もなく亡くなると、ある時、姫の

なきがらが棺の中でたくさんの小さな虫に化身してしまいます。

やがて、その虫が繭を作ると筑波山の仙人が現れ繭から糸を作る事を人々に教えます。こ

こから日本の養蚕が始ったそうです。やがて漁師は養蚕業を営んで栄え、多くの人々を寒さ

から救ったそうです。なんともロマンある伝説です。そして姫の受難の数が脱皮の数と言わ

れているそうです。そして姫の御魂を祀った「蚕影山神社」が日本の絹の発祥地とされる筑

波にあるそうなので、ご覧になりたい方はいつか訪れてみてはいかがでしょうか。


